
柴
田
勝
家
の
北
庄
城
と

そ
の
城
下
町

松

原

信

之

一
北
圧
城
築
戚
ま
で

現
在
の
福
井
平
野
は
古
代
に
お
い
て
足
羽
・
日

野
・
九
頭
竜
諸
川
の
乱
流
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た

肥
沃
な
沖
積
平
野
で
あ
る
。
従
っ
て
奈
良
・
平
安

時
代
の
早
く
か
ら
東
大
寺
・
興
福
寺
な
ど
の
南
都

大
寺
社
の
庄
園
と
し
て
開
発
さ
れ
、
足
羽
川
北
岸

に
は
延
長
二
年
(
九
二
四
年
)
伊
勢
神
宮
を
分
担

し
て
、
神
明
神
社
が
建
立
さ
れ
こ
れ
に
前
後
し
て

足
羽
御
厨
が
置
か
れ
て
い
る
。

こ
の
足
羽
御
厨
が
後
の
北
圧
と
同
一
の
も
の
で

あ
る
乙
立
は
神
明
社
縁
起
そ
の
他
巳
よ
っ
て
明
ら

か
で
あ
り
1

叉
そ
の
庄
域
が
足
羽
川
北
詳
に
の
み

位
置
し
て
い
た
こ
と
は
後
述
す
る
如
く
、
河
南
が

木
田
庄
、
社
庄
の
庄
域
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
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7の3

る
こ
と
か
ら
判
然
と
し
て
い
る
。
し
か
し
一
体
足

羽
御
厨
か
ら
ど
う
し
て
北
庄
の
庄
名
が
生
ま
れ
た

の
か
は
現
在
文
献
の
徴
す
ぺ
、
き
も
の
が
な
い
。
た

だ
足
羽
社
記
に
よ
れ
ば
「
福
井
、
福
久
居
。
当
二

社
ノ
荘
ノ
北
一
之
故
。
此
謂
レ
日
二
北
ノ
荘
一
」
と

す
る
足
羽
社
北
説
と
大
日
本
地
名
辞
典
「
福
井
の

旧
名
北
ノ
庄
と
云
い
即
ち
足
羽
ノ
御
厨
の
北
ノ
圧

な
り
。
」
の
足
羽
御
厨
北
説
が
あ
る
。
越
前
古
名

考
、
越
藩
拾
遺
録
な
ど
で
は
前
者
足
羽
社
記
説
を

支
持
し
て
い
る
様
で
あ
る
が
、
足
羽
社
記
は
江
戸

時
代
中
期
沈
滞
し
た
社
運
を
昂
揚
せ
ん
と
し
て
当

時
の
神
宮
足
羽
敬
明
が
著
わ
し
た
も
の
で
多
分
に

我
田
引
水
の
誇
用
が
多
い
と
云
わ
れ
て
い
る
か
ら

信
じ
難
く
、
寧
ろ
筆
者
は
後
者
の
足
羽
御
厨
北
説

を
支
持
し
た
い
。
即
ち
仁
平
三
年
(
一
一
五
三

年
)
東
大
寺
諸
庄
国
文
書
目
録
(
平
安
遺
文
)
に

足
羽
庄
が
見
え
て
居
り
、
こ
れ
が
足
羽
郡
一
帯
の

東
大
寺
の
庄
園
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
足
羽
御
厨
が

こ
れ
と
同
義
の
グ
足
羽
。
の
混
同
ぞ
主
げ
て
足
羽

郡
の
最
北
に
位
置
す
る
庄
園
と
し
て
北
庄
と
呼
ぴ

慣
ら
わ
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
一
般
に
北
庄
と
云
う
地
名
は
全
国

に
も
字
名
な
ど
で
数
多
く
散
見
さ
れ
る
こ
と
で
あ

り
、
殆
ん
ど
が
庄
園
時
代
の
名
残
り
と
し
て
地
理

的
位
置
を
一
示
す
も
の
が
多
い
こ
と
も
乙
れ
を
裏
付

松
原

柴
田
勝
家
の
北
庄
城
と
そ
の
城
下
町

け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

中
世
以
来
福
井
地
万
の
庄
園
及
び
そ
の
圧
域
に

つ
い
て
現
在
文
献
に
乏
し
く
判
然
と
し
な
い
が
、

僅
か
に
残
る
資
料
で
仮
説
的
に
推
論
を
下
す
こ
と

は
出
来
る
。
即
ち
足
羽
川
の
南
に
は
、
木
田
を
中

心
と
し
て
南
ぬ
延
び
る
南
都
圏
ハ
福
寺
領
木
田
庄
が

あ
り
、
叉
足
羽
山
東
北
麓
石
場
を
中
核
と
し
て
更

に
西
南
一
帯
、
旧
社
村
の
地
域
に
は
早
く
か
ら
東

大
寺
の
庄
閣
と
し
て
聞
か
れ
た
道
守
庄
が
あ
り
、

後
に
ζ

の
地
域
が
太
平
記
に
云
う
八
代
庄
叉
は
社

圧
(
朝
倉
文
書
・
足
羽
神
社
文
書
)
に
変
わ
っ
た
・

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

足
羽
御
厨
、
即
ち
後
の
北
庄
の
庄
域
に
つ
い
て

は
貞
和
三
年
(
一
三
四
七
年
)
の
神
明
社
緑
起
に

「
北
庄
三
郷
者
:
:
:
上
郷
者
四
井
村
、
勝
見
、
丸

山
、
中
郷
者
北
庄
、
下
郷
者
明
里
村
、
高
柳
、
水

越
、
飯
塚
、
角
折
、
大
瀬
、
菅
谷
、
境
村
、
安

居
、
下
市
、
金
屋
、
向
大
瀬
也
」
と
あ
り
、
即
ち

上
之
郷
は
旧
円
山
東
村
一
帯
で
あ
り
、
中
郷
の
北

庄
は
現
在
の
足
羽
川
河
北
の
旧
福
井
市
域
に
当

り
、
下
之
郷
は
旧
東
安
居
村
に
該
当
す
る
も
の
で

ふ
の
マ
心
。
さ
て
天
正
一
万
年
(
一
五
七
三
年
)
の
グ
橘
家
文

書
。
に
北
庄
三
ケ
村
或
は
三
ケ
庄
な
ど
の
名
が
見

え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
以
上
述
べ
た
北
庄
中
之
郷

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



松
原

柴
田
勝
家
の
北
庄
城
と
そ
の
城
下
町
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北
庄
、
社
圧
石
場
、
木
田
正
木
田
の
三
地
域
が
北

陸
道
沿
い
に
連
続
し
て
街
衡
が
発
達
し
た
た
め
ζ

れ
ら
を
総
称
し
て
呼
ぴ
慣
ら
わ
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

福
井
地
方
集
溶
発
生
の
起
源
ば
足
羽
山
東
北
麗

と
推
定
さ
れ
、
古
代
の
足
羽
郷
の
地
に
当
る
。
乙

ζ

に
は
足
羽
郡
の
郡
家
(
郡
役
所
)
や
足
羽
駅
も

置
か
れ
、
式
内
社
足
羽
社
や
天
平
宝
字
元
年
越
前

国
主
恵
美
押
勝
が
泰
澄
大
師
を
し
て
建
立
せ
し
め

た
と
伝
え
ら
れ
る
法
相
宗
宝
光
寺
な
ど
古
い
社
寺

が
次
々
と
こ
こ
を
中
心
に
建
立
さ
れ
た
。

一
万
河
北
の
北
圧
地
域
の
集
落
は
前
述
せ
る
如

く
、
足
羽
御
厨
に
起
り
、
神
明
社
門
前
集
落
に
始

ま
る
。
北
庄
の
地
名
は
先
に
述
べ
た
南
北
朝
貞
和

三
年
(
一
一
二
四
七
年
U

の
神
明
社
縁
起
を
初
見
と

し
、
当
時
の
足
羽
七
城
の
一
つ
、
庄
城
も
乙
こ
に

擬
定
さ
れ
て
い
る
。
特
に
室
町
時
代
に
入
り
、
越

前
国
守
護
朝
倉
氏
の
支
族
、
朝
倉
頼
景
が
北
庄
遠

江
守
と
称
し
て
こ
の
地
に
居
館
を
定
め
て
か
ら
北

圧
が
大
き
く
浮
ぴ
上
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。

ニ
北
庄
域
構
築

a

城
地
の
占
定

天
正
元
年
(
一
五
七
三
年
)
八
月
織
田
信
長
に

よ
っ
て
朝
倉
民
が
滅
ぼ
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
一
向

一
授
の
た
め
越
前
は
再
び
戦
乱
の
地
と
な
っ
た
。

天
正
三
年
(
一
五
七
五
年
)
八
月
信
長
は
再
度
越

前
に
入
国
し
一
授
を
平
定
し
た
後
、
彼
の
武
将
柴

田
勝
家
に
越
前
の
中
、
八
郡
四
十
九
万
石
を
与
え

当
時
戦
国
の
争
乱
を
切
り
抜
け
た
各
領
主
は
大

名
領
国
の
統
治
の
た
め
に
従
来
の
山
城
を
捨
て
進

ん
で
平
地
に
居
城
す
る
に
至
っ
た
。
天
険
を
頼
り

と
す
る
山
城
よ
り
は
平
野
の
交
通
・
経
済
の
中
心

と
な
る
所
が
結
局
は
領
邦
の
統
治
に
好
都
合
で
あ

る
と
と
を
知
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
江
州
長
浜
城

(
豊
臣
秀
吉
)
、
芸
州
広
島
域
(
毛
利
輝
元
)
、

会
津
若
松
城
(
蒲
生
氏
郷
)
な
ど
は
こ
の
頃
に
建

設
さ
れ
た
純
然
た
る
平
城
の
典
型
で
あ
る
。

勝
家
も
そ
の
居
城
を
定
め
る
に
当
つ
て
は
朝
倉

民
の
国
城
だ
っ
た
一
乗
谷
の
山
城
を
捨
て
て
交
通

至
便
な
北
庄
吾
選
ん
だ
の
で
あ
る
。

乙
の
地
は
足
羽
川
の
水
運
と
北
陸
道
の
陸
上
交

通
路
が
交
わ
り
、
し
か
も
日
野
川
、
九
頭
竜
川
の

水
系
を
経
て
越
前
一
国
の
門
戸
、
三
国
湊
と
も
連

絡
し
て
い
た
。
叉
先
に
も
述
べ
た
如
く
、
中
央
の

社
寺
や
貴
族
の
荘
園
と
し
て
古
来
よ
り
開
発
さ
れ

神
明
社
、
足
羽
社
、
持
宝
院
な
ど
古
社
寺
の
建
立

も
早
く
か
ら
見
ら
れ
て
、
政
治
・
交
通
・
文
化
・

経
済
な
ど
多
方
面
に
亙
っ
て
有
利
な
地
で
あ
っ

た。

そ
も
そ
も
城
郭
は
戦
争
に
当
つ
て
は
防
守
攻
勢

の
拠
点
と
も
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
平
野
に
進

出
し
て
も
軍
事
的
施
設
の
考
慮
は
当
然
の
こ
と
で

あ
り
、
こ
れ
に
関
し
て
は
各
領
主
と
も
な
み
な

み
な
ら
ぬ
苦
慮
が
あ
っ
た
。
ま
ず
居
城
を
選
定
す

る
に
当
っ
て
ど
の
様
な
地
形
を
選
ぶ
か
が
第
一
の

要
件
で
あ
る
と
共
に
、
更
に
居
城
が
選
定
さ
れ
て

か
ら
は
、
そ
れ
ら
の
地
形
を
最
大
限
ど
の
様
に
利

用
し
て
防
備
的
配
慮
を
す
べ
き
か
は
築
城
者
最
大

の
責
務
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
平
野
に
進
出
し

て
建
設
さ
れ
た
城
郭
の
中
に
は
平
地
上
の
孤
正
に

城
を
築
く
、
平
山
城
の
型
式
を
と
る
も
の
が
あ
っ

た
。
信
長
に
よ
る
安
土
城
、
近
江
八
幡
域
(
羽
柴

秀
次
)
、
江
州
彦
根
城
(
井
伊
直
勝
)
、
伊
予
松

山
城
(
加
藤
嘉
明
)
な
ど
こ
の
例
で
、
越
前
に
お

い
て
も
丸
岡
城
や
大
野
城
(
亀
山
城
)
な
ど
典
型

的
平
山
城
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
時
代
の
風
潮
と

し
て
城
郭
を
山
城
よ
り
平
野
に
進
出
せ
し
め
て
も

少
し
で
も
攻
守
防
備
に
都
合
の
よ
い
孤
正
を
選
ん

で
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
中
に
あ
っ
て
平
山
城
と
し
て
好
都
合
の
足

羽
山
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
乙
れ
に
拠
ら
ず

し
て
平
城
を
選
ん
だ
こ
と
は
未
だ
大
き
な
疑
問
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
古
来
よ
り
式
内
社
と
し
て

の
足
羽
社
そ
の
他
幾
つ
か
の
古
社
寺
が
ζ

こ
に
鎮
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座
し
て
い
た
た
め
こ
の
霊
域
を
避
け
た
の
だ
と
も

考
え
ら
れ
る
が
、
足
羽
山
自
体
が
八
幡
山
に
は
尾

根
続
き
に
等
し
く
た
と
え
足
羽
山
北
東
部
の
正
崖

地
に
築
城
し
た
と
し
て
も
背
後
の
揚
手
は
南
方
か

ら
の
攻
勢
に
は
取
り
立
て
て
防
ぐ
べ
き
も
の
が
な

い
こ
と
も
築
城
上
の
不
安
を
感
ず
る
一
つ
で
あ
っ

た
ろ
う
。
勝
家
に
す
れ
ば
北
方
へ
の
護
り
も
さ
る

ζ

と
な
が
ら
、
何
よ
り
も
野
心
深
い
彼
に
は
京
都

に
通
ず
る
南
方
に
意
を
用
い
た
の
で
は
な
い
か
と

推
定
さ
れ
る
。
か
く
し
て
北
方
に
対
し
て
は
舟
橋

を
架
設
し
て
備
え
、
直
接
足
羽
川
、
吉
野
川
の
両

河
川
の
合
流
点
に
縄
張
し
て
平
城
を
構
築
し
た
の

で
あ
る
。
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b

北
庄
城
の
規
侠

柴
田
時
代
の
北
庄
城
に
関
す
る
記
録
は
天
正
十

一
年
(
一
五
八
三
年
)
北
庄
城
落
城
と
共
に
煙
滅

し
た
ら
し
く
現
在
そ
の
全
貌
を
知
る
こ
と
は
不
可

能
に
近
い
が
、
外
部
に
残
さ
れ
た
僅
か
な
資
料
と

復
元
的
推
考
に
よ
っ
て
そ
の
輪
郭
を
考
え
て
見
た

一
大
正
三
年
(
一
五
七
五
年
)
八
月
、
勝
家
は
城

地
を
占
定
す
る
と
直
ち
に
築
城
に
か
か
り
、
そ
の

後
天
正
四
年
及
び
六
年
に
再
度
の
修
理
を
行
っ
て

城
郭
を
拡
大
し
て
い
る
。
(
福
井
県
史
第
一
冊
)

天
正
久
年
頃
に
も
未
だ
工
事
続
行
中
と
見
え
て
、

松
原

柴
田
勝
家
の
北
庄
減
と
そ
の
減
下
町

同
年
四
月
布
教
の
た
め
北
庄
に
来
っ
た
宣
教
師
、

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
本
国
宛
の
書
翰
(
耶
蘇
会

の
日
本
年
報
第
一
輯
)
の
中
に
も
「
此
域
(
北
庄

城
)
は
甚
だ
立
派
で
今
大
き
な
工
事
を
し
て
岩
り

:
:
:
」
と
あ
り
、
更
に
天
正
十
一
年
(
一
五
八
三

年
)
五
月
北
庄
域
攻
撃
に
際
し
て
羽
柴
秀
吉
が
小

早
川
隆
景
及
び
毛
利
輝
元
に
報
知
し
た
書
状
(
大

日
本
古
文
書
家
わ
け
第
十
一
小
早
川
家
之
書
之

一
)
の
中
に
も
「
越
前
北
庄
、
柴
田
居
城
之
儀
、

数
年
相
繕
み
と
い
ひ
、
城
中
に
矢
倉
吉
同
く
築
き
、

天
主
九
重
に
上
せ
侯
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
様
に
し
て
勝
家
在
国
九
ヶ
年
聞
は
殆
ん
ど

居
城
の
経
営
に
終
始
し
て
い
る
。
こ
れ
は
越
前
が

一
向
一
挟
の
鎮
定
後
の
乙
と
で
も
あ
b
、
世
情
不

安
、
民
心
動
揺
の
時
代
、
特
に
領
主
の
勢
威
誇
一
不

の
必
要
も
あ
っ
て
の
こ
と
か
、
居
城
の
経
営
に
は

殊
の
外
、
意
を
用
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

乙
の
時
代
の
北
庄
城
拡
張
に
当
つ
て
は
日
域
濠

城
壁
な
ど
可
能
な
範
囲
で
利
用
し
て
い
た
で
あ
ろ

う
か
ら
、
慶
長
北
庄
城
古
図
(
松
平
氏
時
代
)
や

健
か
に
残
る
記
録
か
ら
大
体
推
測
復
元
出
き
る
。

続
片
聾
記
に
「
其
頃
は
足
羽
川
勝
見
村
よ
り
域

之
橋
を
経
て
、
今
の
和
泉
町
へ
流
れ
候
故
、
後
険

の
域
な
れ
ば
、
当
時
鳩
の
御
門
の
南
の
桝
形
は
其

頃
の
本
城
の
跡
に
て
、
前
は
今
の
三
ノ
丸
大
鼓
御

門
の
石
垣
其
時
の
億
な
る
由
、
勝
見
に
向
河
原
、

川
田
と
い
ふ
字
今
に
残
れ
り
。
」
と
い
い
、
叉
越

前
国
名
蹟
考
に
も
「
新
川
(
吉
野
川
)
は
中
島
の

堀
よ
り
百
聞
堀
泉
町
に
出
で
、
芦
田
屋
敷
辺
に
て

足
羽
川
に
流
入
し
と
い
へ
り
。
北
庄
の
古
城
は
此

落
合
の
辺
を
本
丸
の
背
に
当
て
絹
張
せ
し
も
の
と

見
ゆ
。
然
る
に
慶
長
中
当
御
城
御
造
営
の
時
分
、

中
島
今
の
滝
が
は
な
の
東
よ
り
斜
に
川
筋
を
掘
通

し
て
、
外
側
の
固
と
な
せ
る
故
に
是
れ
を
新
川
と

称
す
。
」
と
あ
る
。
即
ち
柴
田
氏
北
庄
城
は
旧
吉

野
川
と
足
羽
川
と
の
合
流
点
ぞ
背
に
し
て
構
築
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
本
丸
は
現
在
の
ダ
ル

マ
屋
百
貨
日
南
側
一
帯
を
占
め
、
天
守
閣
の
位
置

は
更
に
本
丸
の
東
南
隅
鳩
御
門
の
時
の
桝
形
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
の
柴
田
神
社
一
帯
で
あ

る
。
明
治
初
年
漆
ヶ
淵
附
近
の
鳩
御
門
祉
の
域
濠

を
掃
除
の
際
、
濠
の
中
か
ら
北
庄
域
の
鬼
瓦
が
発

見
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
乙
こ
が
勝
家
生
宝
口
の
地

と
伝
え
ら
れ
音
か
ら
奇
怪
な
伝
説
を
呈
ん
で
い
る

こ
と
な
ど
、
乙
れ
品
川
」
裏
付
け
る
根
拠
と
考
え
ら
れ

る
。
尚
当
時
の
二
の
丸
、
三
の
丸
は
本
丸
の
北
及

び
西
に
配
置
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

叉
、
前
記
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
書
翰
の
中
に

「
此
域
は
甚
だ
立
派
で
、
今
大
き
な
工
事
を
し
て

居
り
、
予
が
域
内
に
進
み
な
が
ら
見
て
最
も
喜
ん
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だ
の
は
城
及
び
他
の
家
の
屋
根
が
悉
く
立
派
な
石

で
葺
い
で
あ
っ
て
、
其
色
に
依
り
一
層
域
の
美
観

を
増
し
た
乙
と
で
あ
る
。
」
と
あ
り
、
述
中
、
立
派
な

石
と
い
う
の
は
第
谷
石
を
指
す
も
む
で
あ
っ
て
城

の
石
垣
に
は
勿
論
天
守
、
城
門
、
武
家
屋
敷
な
ど
の

屋
根
瓦
に
至
る
ま
で
、

ζ

の
勿
谷
石
を
使
用
し
た

ζ

と
が
知
ら
れ
る
。

ζ

れ
と
同
時
期
に
柴
田
勝
豊

の
築
城
し
た
丸
岡
城
に
も
こ
の
償
却
谷
石
の
耳
が
使

用
さ
れ
て
い
る

ζ

と
も
こ
れ
を
立
証
す
る
も
の

で
あ
る
。
乙
の
様
に
北
庄
城
の
規
模
広
大
さ
は
先

の
羽
柴
秀
吉
の
書
状
に
も
窺
わ
れ
、
特
に
注
目
す

べ
き
こ
と
は
。
天
主
九
重
に
上
せ
候
。
と
あ
る
こ

と
で
あ
る
。
天
主
即
ち
天
守
が
史
上
初
め
て
現
わ

れ
た
の
は
細
川
両
家
記
に
見
え
る
摂
津
伊
丹
城
の

天
守
と
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
室
町
末
期
に
既
に
小

規
模
な
が
ら
原
始
的
天
守
が
出
現
し
た
の
で
あ
る

が
、
天
正
四
年
織
田
信
長
の
築
い
た
安
土
城
天
守

は
五
層
七
重
で
空
前
の
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
(
外

観
五
層
で
あ
る
が
内
部
は
七
階
に
な
っ
て
い
る
。
)

と
こ
ろ
が
北
庄
城
天
守
は
九
重
と
記
会
れ
て
お

り
、
と
れ
は
多
分
に
誇
張
を
含
め
た
も
の
と
し
て

も
少
な
く
共
、
安
土
城
に
匹
敵
す
る
広
大
な
壮
麗

な
・
も
の
で
あ
っ
た
ζ

と
は
間
違
い
な
い
。
勝
家
の

権
勢
の
如
何
に
大
な
る
も
の
か
が
偲
ば
れ
る
。

三
城
下
町
の
建
設

勝
家
の
北
圧
城
の
構
築
と
期
を
一
つ
に
し
て
城

下
町
の
整
備
建
設
も
着
々
と
行
な
わ
れ
た
様
で
あ

る
が
、
北
庄
域
の
場
合
と
同
様
に
何
分
に
も
資
料

乏
し
く
論
究
が
甚
だ
困
難
で
あ
る
。

ま
ず
侍
屋
敷
の
区
劃
に
目
を
向
け
て
見
る
と
当

時
の
主
要
武
家
地
は
後
の
慶
長
年
聞
の
絵
図
よ
り

推
定
し
て
も
松
平
時
代
の
大
名
町
一
帯
で
あ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
る
。
神
明
社
縁
起
天
正
七
年
の
条
に

「
天
正
三
年
信
長
公
勇
臣
柴
田
勝
家
為
二
国
主
一

従
二
江
州
長
光
寺
嶋
入
部
、
北
庄
居
城
、
加
州
両

国
依
ν
為
一
一
国
主
一
当
社
御
屋
敷
之
跡
ニ
侍
六
七
十

人
居
住
之
:
:
:
」
と
あ
っ
て
、
当
社
も
そ
の
境
内

の
一
部
が
武
家
屋
敷
に
割
譲
せ
し
め
ら
れ
た
と
と

が
知
ら
れ
る
か
ら
大
名
町
か
ら
更
に
北
部
一
帯
に

及
び
、
叉
吉
野
川
を
越
え
た
東
部
の
城
之
橋
一
帯

に
も
侍
屋
敷
が
散
在
し
た
乙
と
で
あ
ろ
う
。

一
方
町
屋
の
い
わ
ゆ
る
城
下
町
は
柴
田
氏
に
よ

っ
て
、
始
め
て
町
割
が
施
こ
さ
れ
、
そ
の
後
堀
氏

に
至
つ
で
ほ
ぼ
そ
の
概
容
を
整
え
ら
れ
た
と
見
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
急
激
な
城
下
街
の
建
設
に
際
し

て
は
そ
の
繁
栄
策
の
一
環
と
し
て
近
郷
か
ら
の
社

寺
・
民
舎
の
集
中
が
行
な
わ
れ
た
と
と
は
当
然
で

あ
る
。
特
に
朝
倉
民
の
旧
一
一
束
谷
城
下
よ
り
の
社

寺
民
舎
の
移
転
す
る
も
の
多
く
、
社
寺
で
は
安
養

寺
・
妙
観
寺
・
愛
宕
大
権
現
・
妙
経
寺
・
法
興
寺

-
一
乗
寺
な
ど
約
十
数
ケ
寺
に
及
び
、
と
の
他
一

乗
谷
以
外
か
ら
の
社
寺
の
移
転
も
専
照
寺
・
西
光

寺
そ
の
他
を
数
え
て
い
る
。
叉
天
正
六
年
勝
家
の

法
興
寺
に
与
え
た
る
禁
制
状
に
よ
れ
ば
一
一
東
谷
引

越
し
町
と
称
せ
ら
れ
る
一
一
栄
町
ー
も
、

ζ

の
頃
既
に

北
庄
に
一
一
街
区
を
形
成
し
て
い
た
ζ

と
が
明
ら
か

で
、
更
に
天
正
十
三
年
の
橘
家
文
書
に
よ
れ
ば
、

乙
の
一
乗
町
が
当
時
紺
屋
商
人
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
、
一
乗
町
組
の
中
核
的
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
す

ら
窺
え
る
の
で
あ
る
。
同
文
書
中
に
は
一
一
東
町
の

他
、
魚
屋
町
、
神
明
之
町
の
名
も
見
え
、
叉
塩

町
、
浜
町
等
も
当
時
の
記
録
に
伝
え
ら
れ
て
い
る

か
ら
本
町
、
京
町
、
呉
服
町
な
ど
も
、
こ
れ
ら
と

前
後
し
て
成
立
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ

る。
こ
の
様
に
北
圧
城
下
町
は
そ
の
主
街
を
城
郭
の

西
方
即
ち
片
町
呉
服
町
一
帯
に
有
し
、
乙
の
他
神

明
神
社
前
に
は
古
い
門
前
集
落
か
ら
発
展
し
た
神

明
之
町
が
発
達
し
て
い
た
ζ

と
で
あ
ろ
う
。
即
ち

前
記
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
書
翰
の
中
に
も
「
・
:

:
・
我
等
は
市
の
入
口
の
橋
(
九
十
九
橋
)
を
通
っ

た
が
、
予
に
語
っ
た
所
に
依
れ
ば
、
尊
師
が
都
に

赴
か
れ
た
際
通
過
さ
れ
た
勢
多
橋
と
同
じ
長
さ

で
、
当
市
(
北
庄
)
は
叉
安
土
の
二
倍
も
あ
る
と

い
う
乙
と
で
あ
る
。
:
:
:
」
と
北
圧
に
付
き
と
の
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様
に
ふ
れ
て
い
る
。

し
か
し
北
陸
街
道
の
西
方
呉
服
町
か
ら
三
橋
に

か
け
て
は
未
だ
薮
地
の
介
在
す
る
未
開
地
も
あ
っ

た
ら
し
く
、
薮
の
願
乗
寺
、
薮
の
法
興
寺
の
異
名

は
こ
れ
か
ら
つ
け
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

か
く
の
如
く
建
設
さ
れ
た
柴
田
時
代
の
城
西
の

旧
市
街
は
そ
の
後
松
平
氏
入
部
後
に
建
設
さ
れ
た

城
北
の
新
市
街
と
は
建
設
時
期
の
違
い
か
ら
そ
の

市
街
型
態
上
に
も
対
照
的
相
違
点
が
幾
っ
か
見
ら

れ
る
。
例
え
ば
城
北
新
市
街
が
階
段
状
に
道
路
の

屈
曲
が
多
い
の
に
対
し
て
、
旧
市
街
は
足
羽
川
に

基
線
を
有
す
る
た
め
、
や
や
斜
交
し
て
は
い
る

が
、
ほ
ぽ
京
都
市
街
に
模
し
た
直
交
路
状
に
近
い

ζ

と
。
叉
。
若
越
郷
土
研
究
6
の
4
、
慶
長
年
間

北
庄
城
郭
図
及
び
町
割
図
に
就
い
て
。
に
も
詳
細

に
述
べ
た
如
く
城
郭
、
侍
屋
敷
は
勿
論
の
乙
と
、

町
屋
地
区
を
も
含
め
て
、
堀
・
土
居
を
以
っ
て
囲

緯
す
る
い
わ
ゆ
る
当
時
の
特
色
た
る
邑
城
形
式
を

と
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

四
勝
家
の
交
通
整
備

勝
家
の
越
前
国
領
有
と
共
に
、
北
庄
と
安
土
及

び
京
都
と
の
交
通
を
便
に
す
る
た
め
、
板
取
よ
り

中
ノ
河
内
一
通
り
の
山
路
を
切
開
い
て
東
近
江
絡
を

通
ぜ
し
め
(
越
藩
拾
遺
録
)
、
叉
九
頭
竜
川
に
も

舟
橋
を
架
す
な
ど
交
通
路
の
整
備
に
は
多
大
の
業

松
原

柴
田
勝
家
の
北
庄
城
と
そ
の
城
下
町

績
を
残
し
て
い
る
。

北
庄
城
下
町
の
経
営
の
一
環
と
し
て
特
に
注
目

す
べ
き
ζ

と
は
九
十
九
橋
の
架
橋
で
あ
る
。
従
来

足
羽
川
は
舟
渡
し
、
も
し
く
は
橋
が
あ
っ
た
と
し

て
も
小
規
模
な
も
の
だ
っ
た
ろ
う
。
木
戸
文
書
に

よ
れ
ば
勝
家
の
奉
行
徳
庵
聞
下
斉
よ
り
石
屋
大
工

彦
三
郎
に
宛
て
た
る
制
状
阻
「
二
十
一
人
有
ν
之

石
屋
内
十
人
は
き
た
橋
を
大
急
に
可

ν
切

ν
之、

残
十
一
人
は
右
引
所
へ
可

ν
遺
旨
御
捉
候
、
但
き

た
橋
出
来
候
問
、
私
仕
事
於
レ
在
ν
之
者
可
ν
令
ν

加
二
御
成
敗
一
之
旨
被
一
一
仰
出
一
一
候
条
、
二
十
一
人

之
者
共
堅
可
二
申
付
一
者
也
」
と
あ
り
、
此
き
た

橋
は
即
ち
大
橋
の
乙
と
で
あ
る
が
、
五
月
二
十
三

日
と
の
み
で
年
紀
を
逸
し
て
い
る
た
め
何
時
架
橋

さ
れ
た
か
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
ル
イ
ス
・
フ
ロ

イ
ス
が
既
に
天
正
九
年
渡
橋
し
て
い
る
か
ら
恐
ら

く
城
下
町
の
建
設
と
併
行
し
て
河
南
の
石
場
町
と

の
連
絡
を
便
に
す
る
た
め
永
久
的
な
架
橋
を
見
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
九
十
九
橋
に
関
し
て
は
帰
雁
記

を
始
め
、
和
漢
三
才
図
会
、
東
遊
記
そ
の
他
に
記

載
さ
れ
て
居
り
、
古
来
よ
り
半
征
半
紅
の
奇
橋
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
北
庄
町
側
半
部
を
木

造
、
石
場
町
側
半
部
を
橋
柱
、
板
、
欄
干
に
至
る

ま
で
石
造
り
の
名
橋
で
あ
っ
た
。
乙
れ
は
北
圧
町

と
石
場
町
と
の
境
を
な
す
が
た
め
の
も
の
と
も
伝

え
ら
れ
て
い
る
が
、
結
局
は
戦
時
の
折
撤
去
す
る

に
も
叉
復
興
す
る
際
に
も
容
易
な
た
め
い
わ
ゆ
る

軍
事
上
防
禦
的
見
地
か
ら
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

き
て
当
時
南
方
か
ら
北
圧
へ
入
る
北
陸
道
は
従

来
八
幡
山
、
足
羽
山
潜
を
め
ぐ
る
迂
回
路
で
あ
っ

た
も
の
を
木
田
辻
町
か
ら
一
直
線
に
花
堂
・
浅
水

へ
か
け
て
今
日
の
如
き
北
陸
道
を
聞
い
た
の
も
恐

ら
く
、
乙
の
勝
家
の
交
通
整
備
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
(
高
志
高
校
教
諭
)
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